
1. まえがき
ネットワークのIP化の進展に伴

い，VoIPサービスなどさまざまな

新サービスが登場しており，近年，

固定通信と移動通信が融合した

FMC（Fixed -Mobile Convergence）＊2

サービスに対する関心が高まってい

る．携帯電話事業者の各社は，携帯

端末に対し固定回線の番号や内線番

号をワンデバイスで呼び出すことが

可能な，法人向けFMCサービスの

提供を開始した．

しかし，法人／コンシューマを問

わず，多くのユーザが利用している

携帯電話番号（090/080）とIP電話

番号（050）は，個別の利用が前提

であった．例えば，携帯電話への着

信時にIP電話で応答するには「転送

でんわサービス」を利用するしかな

く，転送分の通話料金が生じる．ま

た，携帯電話機能およびIP電話機能

の両方を備える電話機であっても，

1 台の携帯端末で 2 つの番号

（090/080，050）を別々に使い分け

る必要があった．

そこでドコモは，FOMA／無線

LANデュアルケータイのonefone

（FOMA N906iL）[1]などを利用し，

屋外ではFOMAエリアに対応した

携帯電話（以下，FOMA）として，

また屋内での通話はIP電話として，

FOMAエリアとIP電話エリアのど

ちらにおいても，1つの代表番号で

発着信が可能なワンナンバーサービ

スを提供する．なお，総務省主催の

番号研究会（IP時代における電気通

信番号の在り方に関する研究会）の

報告と，携帯電話番号の認知度をか

んがみ，090/080番号を代表番号と

して利用する．

本稿では，FOMAとIP電話（「ホ

ームＵ」[2]，「ビジネスmopera IPセ

ントレックス」[3]）によるワンナン

バーサービスのシステム開発の概要

と，ビジネスmopera IPセントレッ

クスの独自部分について，それぞれ

解説する．

2. ワンナンバーサービス
概要

ドコモのFOMAとIP電話におい

て，ワンナンバーサービスを利用し

て，代表番号により着信する際のサ

ービスイメージを図1に示す．

�代表番号に向けた発信

FOMAの090/080番号とIP電話の

050番号をユーザにそれぞれ付与し

ているが，090/080番号を代表番号

とし，代表番号に向けて発信するこ

とで，相手がFOMA・IP電話のど

ちらに在圏しているかを意識せずに

通話することが可能となる．

従来は，FOMA・IP電話双方を

契約しているユーザに発信する際

は，着信に利用したいドメインによ

って番号を意識して発信する必要が

あった．

例えば，相手がFOMAエリア・

IP電話エリアの両方に在圏している

にもかかわらず，090/080番号で発

信した場合は，FOMA経由での着信

63NTT DOCOMOテクニカル・ジャーナル Vol. 16 No. 4

＊1 ワンナンバー�：㈱NTTドコモの登録
商標．

＊2 FMC：有線通信と移動通信のサービスを
融合させ，付加価値の高い通信サービス
を提供する形態．

ワンナンバーサービスの実現に向けた
コアネットワークシステムの開発
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ドコモ IP電話サービスの利便性向上の一環として，

FOMAの番号へ電話をかけることで，当該番号に関連付け

されたFOMA網およびIP電話網の在圏状態に応じて，着信

先のドメインを自動で選択するワンナンバー
�＊1
サービスを

提供するためのシステムを開発した．

ネットワーク開発部

サービス＆ソリューション
開発部

ドコモIP 電話サービスの利便性向上の一環として，FOMA の番号へ電話をかけることで，当該番号に関連付けされたFOMA網およびIP電話網の在圏状態に応じて，着信先のドメインを自動で選択するワンナンバーR＊1サービスを提供するためのシステムを開発した．



となり，IP電話の料金体系は適用さ

れない．逆に，050番号で発信した

場合は，場合によりIP電話着の料金

体系が適用されるが，通話する相手

がIP電話網に在圏していない場合

は，転送機能を備えていなければ着

信できない．

今回のワンナンバーサービス導入

に伴い，代表番号へ発信しても，可

能であればIP電話での着信を行な

い，着信率の向上や連絡の効率化が

図られ，相手に050番号を通知しな

くてもIP電話網にて着信すること

が可能となる．

�通知番号についての設定（特番ダ

イヤル操作）

代表番号に向けた発信とは別に，

通知番号についての設定を可能とす

る．従来IP電話発の場合は，相手に

通知する番号は050番号となってい

たが，IP電話発であっても，相手に

通知する番号を050番号とするか，

090/080番号の代表番号とするかにつ

いて，ユーザごとに設定可能となる．

��の機能により，IP電話と

FOMAというそれぞれの網を意識せ

ずに，代表番号のみを用いた発着信

が可能となる．

3. サービス実現方式
3.1 着信ドメイン選択機能
ワンナンバーサービスでは，

FOMAの090番号とIP電話の050番

号をユーザに付与し，FOMAの090

番号を代表番号として位置付け，代

表番号がダイヤルされた際に，着信

ユーザが事前に選択したドメイン

（FOMAネットワークまたはIP電話

ネットワークを選択可能で，初期設

定値はIP電話）と着信時の在圏状態

に従い，着信ドメインを判定し，着

信を行なう着信ドメイン選択機能を

有する．

着信ドメイン選択は，ユーザが特

番ダイヤル操作により事前に選択し

た優先ドメイン，着信時の各ドメイ

ンへの在圏状態の両者を基に実施さ

れる．発網によらず，着信ドメイン

選択処理はHLR（Home Location

Register）＊3/HSS（Home Subscriber

Server）＊4にて実装している．

IP電話からの発信で代表番号がダ

イヤルされる場合は，発CSCF（Call

Session Control Function）＊5からのユ

ーザ情報問合せがHSSに対して送信

される（図2）．HSSでは自ら保持す

るIP電話網在圏状態を付与した着

信通知をHLRに対して送信する．

HLRは着信者のワンナンバー契約状

態ならびに競合サービス利用状態を

参照し，ワンナンバーサービスが提

供可能な状態か否かを確認する．

このとき，着信者がワンナンバー

未契約者であれば，着信ドメイン選

択処理自体は行わずにFOMA網へ

の接続を行う．ワンナンバーサービ

スが提供可能な状態であれば，着

VLR（Visitor Location Register）＊6に

対してFOMA網在圏状態を問い合

わせる．事前にユーザより設定され

た優先すべきドメインおよびHSSよ

り通知されたIP電話網の在圏状態

と，FOMA在圏状態から着信させる

べきドメインを選択する．ただし，

着VLRへ問い合わせる際に，HLRに

て保持するFOMA在圏状態がすで

に非在圏（パージ状態）であれば，

FOMA非在圏と判断しVLRへの問

合せを省略する．その際の判断ロジ

ックを表1に示す．

着信ドメインの選択が完了する

と，HLRはHSSに対して着信先とし

て選択したドメインを通知し，HSS

は発CSCFに選択されたドメインを

通知する．発CSCFは通知された着

信先ドメインにダイヤルされたとき

と同様に，HSSより通知された着信

ドメインに対する接続を実施する．
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＊3 HLR：FOMA網において，加入者の番号
や在圏情報などの加入者状態を保持する
ノード．

＊4 HSS：IP電話網において，加入者の番号
や在圏情報などの加入者状態を保持する
ノード．

＊5 CSCF：VoIPのセッション制御を行うノ
ード．

＊6 VLR：FOMA網において，加入者情報を
一時的に記憶するノード．
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HGW固定電話網 

FOMA網 

IP電話網 

双方の在圏情報から 
ルーティング 

HGW : Home GateWay

代表番号に向けた発信の場合 

HLR

屋外（FOMA網圏内） 

宅内（無線LAN圏内） 

代表番号へ発信 

図1 ワンナンバー接続イメージ



各種付加サービス（迷惑電話ストッ

プサービス，番号通知お願いサービ

スなど）は，接続先ドメインの提供

条件に従い起動される．このとき，

接続先で再度着信ドメイン選択機能

が起動しないよう，ドメインが選択

された後の接続である旨を接続先の

ドメインに通知する．

FOMAからの発信で代表番号が

ダイヤルされる場合は，発MSC

（Mobile - services Switching Center）＊7

からのユーザ情報問合せを受信した

HLRは，IP電話発時と同様に着信者

のワンナンバー契約状態を確認し，

契約ユーザの場合には着信ドメイン

選択処理を実施する（図3）．まず，

HSSに対してIP電話網の在圏状態問

合せを実施する．その後，着VLRに

対しFOMA網在圏状態を問い合わ

せると，両ドメインの在圏状態と事

前優先着信ドメイン設定から着信先

のドメインを選択し，接続が行わ

れる．

3.2 発番号付替機能
前述のとおり，ワンナンバーサー

ビスを契約するユーザごとに，IP電

話網からの発信時に発番号として代

表番号（090/080番号）を通知する

か，050番号を通知するかを設定可

能なため，発側FOMA／無線LAN

デュアルケータイが在圏登録（SIP

（Session Initiation Protocol）＊8Registra-
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＊7 MSC：FOMA網において，移動通信サー
ビスを提供するために呼制御やサービス
制御を行うノード．

＊8 SIP：VoIPを用いたIP電話などで利用さ
れる，IETFで策定された通話制御プロト
コルの1つ．
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移動端末 
（IP電話発信） CSCF（発） HSS MSC/VLR（着） CSCF（着） 

接続要求 
（090xxxxxxxx） 

ユーザ情報問合せ 

IP電話網在圏確認 

FOMA網在圏問合せ 

以降FOMA 
接続処理 

以降 IP電話 
接続処理 

HLR

判断ロジックに 
したがって選択 

着信ドメイン選択処理 

IP電話網在圏状態保持 

着信網判断（IP電話網またはFOMA網） 

ユーザ設定優先ドメイン確認 

着信ドメイン通知（IP電話網またはFOMA網） 

FOMA網へ接続（ドメイン選択済み通知） 

IP電話網へ接続（ドメイン選択済み通知） 

着信通知（IP電話網在圏状態通知） 

着信ドメイン通知（IP電話網またはFOMA網） 

図2 ホームU発代表番号ダイヤル時シーケンス
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表1 優先ドメイン判定ロジック



tion＊9）時に用いたS - CSCF（以下，

発側S -CSCF）に発番号付替機能を

具備する．

具体的には，発側S-CSCFにてユ

ーザごとのプロファイルを保持する

が，ワンナンバーサービス契約の場

合は，そこに新たに代表番号・通知

発番号の情報を保持する．通知発番

号が代表番号の場合は，発側 S-

CSCFにて発番号を代表番号に付け

替え，送信するSIP INVITEの発番

号の部分を代表番号とする．

3.3 発番号通知・着信ネット
ワーク通知機能

2章で記述した新たな発着信の機

能について，ユーザにいずれかの番

号で通知するかという選択肢を与え

るため，「発番号通知」と「着信ネ

ットワーク通知の有無」をそれぞれ

選択できる機能を具備する．

発番号設定は，ワンナンバー契約

者が相手に通知する自分の番号を設

定するもので，通常は090/080番号

となる代表番号をIP電話・FOMA

のいずれの発信にかかわらず通知す

るように設定されているが，ユーザ

の設定により，ユーザの発番号とし

て050番号を通知することも可能と

なる．050番号を通知する場合は，

3.2節で述べた発番号付替機能が動

作することになる．

着信ネットワーク通知は，ワンナ

ンバー契約者の代表番号に対しての

発信時に，IP電話網に接続される場

合はダイヤル直後にガイダンスを流

す機能である．着側の在圏状態を通

知することになるため，初期値はガ

イダンスを流さない設定としている．

いずれも，特番への発信によって

設定を変更する．着信ネットワーク

通知設定は15482を，発番号通知は

15483をダイヤルすることで設定変

更が可能となる．既存の特番による

設定変更と同様，発信契機でHLR

に保持する加入者情報を変更するこ

とにより，その機能を実現している．

4. ビジネスmopera IP
セントレックスサー
ビスへのワンナンバ
ーサービスの適用

ビジネスmoperaIPセントレック

スサービスにおいて，ワンナンバー

機能を提供するにあたっては，これ

まで解説した，ホームＵサービスお

よびビジネスmoperaIPセントレッ
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＊9 Registration：IP電話網において，SIPを
用いて移動端末が現在の位置情報をHSS
に登録すること．

＊10 SCTP：電話網のプロトコルをIP上で転
送する用途で作られたトランスポート層
のプロトコル．
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MSC/VLR（発） HLR MSC/VLR（着） CSCF（着） 
接続要求 
（090xxxxxxxx） 

ユーザ情報問合せ 

FOMA網在圏問合せ 

着信網判断（IP電話網またはFOMA網） 

着信ドメイン通知（IP電話またはFOMA網） 

FOMA網へ接続（ドメイン選択済み通知） 

IP電話網へ接続（ドメイン選択済み通知） 

着信ドメイン選択処理 

以降FOMA 
接続処理 

以降 IP電話 
接続処理 

HSS

IP電話網在圏問合せ 

ユーザ設定優先ドメイン確認 

移動端末 
（FOMA（網）発信） 

判断ロジックに 
したがって選択 

図3 FOMA発代表番号ダイヤル時シーケンス



クスサービスにおける共通的なワン

ナンバーサービスの実現方式以外

に，セントレックス独自で実装した

機能が存在する．機能追加した部分

について，図4に概要を示す．

・FOMA網のユーザデータをセ

ントレックス網で保持

新規にSCTP（Stream Control

Transmission Protocol）＊10アクセ

ス部をセントレックス網に具備

し，ワンナンバー，迷惑電話ス

トップサービスおよび番号通知

お願いサービスに関する加入者

情報を保持しているHLRへア

クセスするため，HSSを経由し

情報を取得する．取得したプロ

ファイルは，セントレックス網

内の加入者データ管理部で保持

する．

・迷惑電話ストップおよび番号通

知お願いサービス対応

ビジネスmoperaIPセントレ

ックスにおいては，ワンナンバ

ーサービスを提供しているユー

ザにのみ，迷惑電話ストップお

よび番号通知お願いサービスを

提供する．そのため，ワンナン

バー選択を行ったノードが，

FOMA網・IP電話網のどちら

に転送されるかというワンナン

バーの着信ドメイン選択を実施

したことを示すフラグを，セン

トレックス着信の際の SIP

INVITEのヘッダに付与するこ

とにより，セントレックス網内

でフラグを識別し，該当するユ

ーザにのみセントレックスでサ

ービス提供することを可能とす

る．

・HLR契約状態の追加

ビジネスmopera IPセントレ

ックスの契約状態をHLRに保

持することで，ワンナンバー判

定において，ホームＵおよびセ

ントレックスそれぞれで異なる

サービスを提供することを可能

とする．

・ワンナンバーユーザ発時の課金

処理

ビジネスmopera IPセント

レックスのワンナンバーユーザ

が，代表番号を通知するよう設

定していた場合には，発番号は

090番号で通知されるが，セン

トレックス発信の際の SIP

INVITEに発信者の050番号を付

加することで，課金制御部にお

いて050番号を参照し，企業単

位での課金を可能としている．

5．あとがき
本稿では，FOMAとIP電話によ

るワンナンバーサービスの機能，そ

の実現方式およびビジネスmopera

IPセントレックスサービスへの応用

について解説した．今後は，一時的

に非在圏となる状態が発生しても，

別のドメインに接続するリルーチン

グ機能など，ワンナンバーのさらな

る利便性拡大のために検討していく

予定である．
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他交換機 

法人ユーザネットワーク 
（IP電話移動端末または IP電話固定端末） 

PSGW部 

呼制御部 

共通線 
信号変換部 

拡張SIP変換部 

音声データ 
変換部 

ガイダンス 
機能部 

SCTP 
アクセス部（※） 

HSS/SLF

ビジネスmoperaIPセントレックスシステム 
（呼制御のみ） 

※今回追加機能 
PSGW : Packet Switch GateWay

図4 ビジネスmoperaIPセントレックスシステム構成




